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大幸グループ　CSR事務局
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大幸グループCSR報告書

当グループのCSR報告書を教材に、

持続可能な開発のための教育

（ESD）を展開。

国連の SDGs4.7 達成に

貢献します。

CSRを活用し、
ESDを広げよう!

和歌山県　白浜

リサイクルで明日の循環経済を築く
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　2022 年 2 月に始まったロシアのウクライナ侵攻は、

エネルギーや食料の高騰など世界経済に深刻な影響を与

えています。当社においても、廃棄物の運搬のための燃

料費や処理のための電気代、薬剤の価格が大幅に上昇し

ています。より効率的な処理などコスト削減を進めてい

ますが、自社の努力だけでは安定的な事業の継続が困難

になってきました。そのため、お客様のご理解を得ながら、

廃棄物の受け入れ単価の適切な値上げを進めています。

　また、ロシアによって引き起こされたウクライナ戦争

によって、CO₂の排出量が多い石炭の使用が増え、地球

温暖化がさらに加速することが懸念されています。温暖

化がもたらす気象変動によって、世界中で洪水や干ばつ、

山火事などの被害が激甚化しており、脱炭素は人類の最

大の課題となっています。

　大幸グループは「地球を大切に」の企業理念のもと、

1990 年代から産業廃棄物のリサイクルに取り組み、地

球環境に貢献する事業活動を行ってきました。近年では、

社会全体に地球環境保護への気運が高まり、業界におい

ても産業廃棄物処理業から資源循環産業へと画期的な転

換を果たしました。戦争によって地球環境保護の活動が

後戻りすることがないよう、私たちは地球環境に貢献で

きる持続可能な事業活動を一層推進していかなければな

りません。

　業界を挙げて推進している資源リサイクルの本丸とな

るのが、ハイブリッドソイル（以下 H.B.S）の生産と普

及です。そのお話をする前に、これまでの歩みを簡単に

振り返っておきましょう。

　私たちの業界では 10 年以上前から、大都市圏でのイ

ンフラ再整備工事などで大量に発生する建設汚泥やコン

クリート塊を適切にリサイクルし、国土強靭化工事など

の公共工事に活用していくという提言を国に行ってきま

した。その提言が実を結び2020年7月に環境省通知「建

設汚泥処理物等の有価物該当性に関する取扱いについて」

が発出され、再生利用されることが確実な建設汚泥処理

物等の取扱いが明確化されました。これを受けて公的な

第三者機関である公益財団法人 産業廃棄物処理事業振興

財団が厳格な審査を行い、認可された施設で生産される

再生品（建設汚泥再生品、コンクリート再生砕石等）が

公共工事に使用されるというスキーム（枠組み）が構築

されました。

　当グループではこのスキームに則って再生土（ポリアー

ス）を生産する堺プラントを再生品の製造施設として審

査を受け、2022 年 6 月に建設汚泥再生土の認証（建設

汚泥再生品等の有価物該当性に係る審査認証）第１号を

取得しました。さらに、このポリアースと再生品の認証

を受けた再生砕石をミキシングする H.B.S の生産の準備

を業界他社と共同で進めています。

　　H.B.S が津波や大型台風から命やまちを守る国土強靭

化工事に使用されるためには、山土など従来の原料と同

等の品質を備え、かつ価格においても従来原料と同等も

しくはそれ以下の価格であることが求められます。加え

て、従来よりも環境に負荷を与えないことも重要な条件

です。H.B.S の品質はこれまでの各種の試験で「粒径幅の

広い」「分級された」「粒度分布の良い土」と評価されており、

盛土など様々な建設工事に対応できる良質の原料（リサイ

クル製品）と認められています。価格においても大量生産

で山土と同等以下の価格に抑えることができます。環境

配慮の点も、H.B.S は山土のように採取のために森林を破

壊しないリサイクル製品であり、かつ海上輸送を活用す

ることで陸送に比べ CO₂を約 40％削減できるというメ

リットがあります。

　リサイクル製品を普及させるためには、供給を上回る

需要が必要です。公共工事で環境性能に優れたリサイク

ル製品を積極的に採用してもらえるよう、私は全国産業

資源循環連合会政治連盟の副理事長として、議員の先生

方へのプレゼンテーション活動に尽力しています。公共

工事でリサイクル製品が使われれば、日本の建設工事は

名実ともにリサイクル率100％を実現できます。

　私たち大幸グループは、事業活動を通して地球環境保

護をはじめとした社会課題の解決に邁進していきます。

どうか一層のご指導、ご支援を賜りますよう、お願い申

し上げます。

大幸工業株式会社　代表取締役

大阪ベントナイト事業協同組合　代表理事　

企業理念

私達は「地球を大切に」という合い言葉のもとに

地球環境時代にふさわしい企業をめざしています。

リサイクル技術の開発など、産業廃棄物を地球に

やさしく還す方法を常に追い求め、

この大切な地球環境をすばらしい状態で

未来に残したいと心から願う人間の集まりです。

TOP MESSAGE

戦争によって後戻りをすることがないよう

地球環境保護に取り組む

堺プラントで製造するポリアースが

建設汚泥再生土の認証　第1号を取得

品質・価格・環境に優れた

リサイクル製品の普及を促進していく

名実ともにリサイクル率 100％の

循環型社会の実現に向けて

大幸グループは邁進していきます






























